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次回口頭弁論期日は9月 14 日（月）14時開廷

7 月 1日 控訴審第 4回口頭弁論

関電主張-原発に影響する津波は無し
控訴審第 4 回口頭弁論が名古屋高裁金沢支部 205 法廷で行われました。当日はやや湿っぽい 1 日で

したが、最初の行進時は何とか雨は降らずに済みました。

原告側からは第 4～第 7 準備書面（それぞれ内容は、津波に関わる被告準備書面１９への反論、 原

発の多重防護に関わる被告準備書面（２０）第３に対する反論、避難計画に関わる被告準備書面（２

０）第２に対する反論、原子力発電所の立地地域（なぜ過疎地に立地しているのか）に関わる主張）

に加え、争点の明確化と進行協議期日の明確化を求めた進行に関する意見書 2、基準地震動等に関わ

る被告の準備書面（２１）に対して求釈明を行うことを求める求釈明書 2 等が提出され、菅波弁護士

と市川弁護士からの意見陳述、さらに『日本と原発』の 30 分短縮版が法廷内で上映されました。弁

護士お二人の陳述は長文になりますが、ぜひ眼を通

してください。被告側からは津波に関する準備書面

22 が提出されています。

意見書で原告が主張する進行協議の開催について

裁判所は、意見書が届いて間がなく、十分に検討し

てないことなどから、引き続き議論を進める姿勢を

示しました。

次回口頭弁論 9 月 14 日は確定していますが、次々

回期日は 11 月 30 日に決定（当日の口頭弁論では 11

月 18 日とされたが、その後の調整により最終的にこ

の日に決定）となりました。

福井から原発を止める

裁判の会 会報
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控訴審（第205 法廷）

第 4 回口頭弁論期日の概要

<以下、期日の概要は本訴訟の弁護団事務局長であ

る笠原弁護士による>

１ 書面陳述・証拠提出

原告：控訴審第４準備書面～第７準備書面陳述

被告：準備書面２２，２３陳述

原告：甲 149～189 提出。

被告：乙 56～66 提出。

２ 菅波弁護士意見陳述（以下に紹介します）

３ 市川弁護士意見陳述（福島原発事故の被害に

あった方々の陳述書につき、概要を説明。これら

の陳述書をＨＰに掲載してよいかは現在交渉中）

（以下に抜粋のみ紹介）

４ 「日本と原発」30 分短縮版上映

５ 進行に関する意見書の取り扱い

原告：特に地震に関して、多くの点について一審

被告の反論がなされていない。議論が熟していな

い。松田式の問題もある。そのため、議論を進め

ていきたい。

被告：準備書面４，５について必要な反論をした。

こちらとしては、必要な主張立証はない。よって、

今後の進行について、進行協議期日を行う必要は

ない。

裁判所：裁判所としてはもう少し検討したいが、

公開の法廷で弁論を続けてきたので、それで続行

したい。議論が熟しているかも含め検討する。届

いたのが６月１９日なので、意見書の検討もまだ

十分できていない。次回期日までに最終的な方針

を出したい。また、一審原告の次回期日までの予

定は。

原告：意見書添付の一覧表の１枚目に書いてある

通り、法学面について双方の主張が十分なされて

いませんでしたが、今回、乙５６号証が出てきま

した。伊方最高裁判決など従来の裁判例と比較し

ても過度に専門裁量を認めるもので、司法の役割

を無視するものです。主流的な法学教授とも相談

して反論していきたい。

原告：また、テロの脅威についても主張していき

たい。また一審被告は求釈明(2)の第 3で記載した

テロに関する内容をまとめて主張されたい。

原告：民事訴訟と行政訴訟の役割分担、実質的に

は民事訴訟で行うべきではないとか、人格権を基

礎にすべきでない、といった主張がありますが、

これは一審被告の主張でしょうか。

被告：これは法学者のご意見であって、これによ

って新たな主張をする予定ではありません。

裁判所：表で「反論なし」とあるところは、一審

被告もそういうご理解でよろしいですか。少なく

とも、回答を行うか否かは次回までに検討くださ

い。あと、次々回以降の一審原告の予定は。

原告：まず、法学者の意見書は、次回期日に提出

するのは難しいと思います。また、双方、多数の

代理人がいますので、次々回期日の日程もご準備

頂きたいと思います。

被告：一審原告の主張立証予定も必ずしも明らか

でないので、その必要はないと思われます。

裁判所：多数の代理人がいることは間違いないの

で、期日は設けておきたいと思います。次々回期

日は１１月１８日の１４時～。（注：その後、１１

月３０日の１４時に変更）

意見陳述

原発事故による被害について

菅波香織弁護士

原発事故後、４年半が経過する今、被害の状況

は良くなってきているのか、復興の道を歩めてい

るのか。住民の対話の場では、「今の方が辛い」と

いう声が多くあがる。原発事故による避難と、コ
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ミュニティ崩壊、放射能汚染問題は、複雑さを増

し、課題は細分化して見えにくくなり、更に可視

化しにくくなっていっている。

私の住むいわき市は、人口約３０万人。避難指

示は出されなかったものの、事故直後は、約半分

の人が避難し、町を離れたと言われているほどで

あった。その後、避難者の方が約２万４０００人

居住し、約１万人とも言われる原発作業員の方や

除染作業員の方が行き交う町となった。一方で、

いわき市からのいわゆる自主避難者も、公式な数

値としても、未だ５０００人ほどと言われている。

いわき市から離れている理由を問うアンケートを

見ると、低線量被ばくに対する不安、未だ収束し

ていない原発の近隣に居住することへの不安をあ

げる声が非常に多い。

避難してきている方々が帰還を諦め、もしくは、

帰還までの間、故郷に気候が似ているいわき市（夏

は涼しく、冬は雪がほとんど降らず温暖な気候）

に居住することを選択することが増え、賃貸物件

には空きがなくなっていった。今まで誰も手に付

けなかったような土地や、大震災で壊れた古い建

物が解体されて更地になっていた土地がどんどん

売れていき、気が付くと新居が建っている。国土

交通省が公表した平成２７年１月１日現在の公示

地価の上昇率で、全国上位１０地点を独占した。

１ 事故直後

震災直後の津波や原発の爆発という悲惨で過酷

な体験は、津波に呑まれたり自宅を失ったりして

いない私にとっても、未だに、乗り越えられてい

ない。津波の写真を見たり、事故直後のことを思

い返したりするだけで、涙が流れて動悸がしてく

るのである。

私は、震災時、４人の子どもを育てながら、い

わき市で弁護士をしていた。第５子を妊娠中で、

子どもたちを自然が豊かないわきで育てていける

ことに、とても幸せを感じていた。夏は海で泳ぎ、

子どもたちと一緒に海釣りで魚を釣って食べ、山

に登り森で虫獲りをし、近所の空き地の雑草で遊

ぶ生活をとても気に入っていた。しかし、その生

活は完全に失われた。

車を運転しながら、山や海を見るたびに、涙が

出てくる。キラキラした放射性物質が見えるよう

な錯覚に何度も陥った。

私は、強制避難こそさせられてはいないが、大

好きな故郷であった「いわき」（それはきっと、「い

わきでの生活」を意味しているのかもしれない）

を失ったのだった。

そのような生活の中、必死に、元の生活を取り

戻そうと、放射線について勉強をしたり、情報を

集めたりする人たちもいた。私も、その一人だっ

た。いわきから避難することを何度も考え、具体

的に避難先を選定する日もあった。しかし、いわ

きで生まれ育ち、弁護士となって戻ってきた私に

は、震災後の混乱したいわきに残れば、誰かの、

何かの役に立てるのではないか、役に立ちたい、

そんな強い想いがあった。子どもが大事ならなぜ

避難しないのだという言葉に傷つき、後ろめたさ

を感じながらも、自分の中でいろいろな理屈を付

け、納得させ、残ることを日々、選び続けてきた。

２ 住民の間での分断

（１）津波被害者と原発事故被害者

福島県は、甚大な津波被害にも見舞われた。強

制避難区域からの避難者には、賠償金が支払われ

る一方、隣町のいわき市の住民には、わずかな賠

償金しか支払われていない。津波の被害にあい、

自宅や全てを失ったいわき市の住民が、困窮して

生活を送っている隣で、賠償金を元手に客観的に

は経済的に余裕のある生活をしている避難者がい

る状況で、妬みを感じることを非難することはで

きないようにも思う。特に、いわき市小名浜下神

白地区には、いわき市の津波被

災者用の復興公営住宅と、４町

村からの原発避難者用の復興

公営住宅が隣接し、公営住宅入
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居世帯数２００という数は、もともとその地区に

居住するいわき市の住民よりも多い。ついに、こ

の公営住宅への入居が始まった。管轄が県と市と

いう違いもあり、自治会はどうするのかなど、大

きな問題を抱えているが、行政がコミュニティ作

りの課題を感じながらも、積極的な手は打てない

でおり、今後も支援が必要な地区である。

（２）放射能に対する考え方

放射能に対する考え方は、多様であり、現状が

安全であると断言する人たちがいる一方で、大き

な不安を抱えて生活を送り続ける人も多くいる。

不安を抱く住民の中には、避難を選択する者もい

て、現時点においても、移住の相談はなくなって

いない。成元哲中京大学教授らの研究グループが

実施した「福島子ども健康プロジェクト」の大規

模アンケート結果（避難指示区域外の中通り９市

町村、２００８年度生まれの子を持つ母親６１９

１人対象）からは、４年を経過した今も、『避難し

たい』と考えている母親の割合が、年々減ってき

てはいるものの、未だ２５％いるという。一方で、

安心を取り戻したと言って、自主的な避難から地

元に戻ってきた人たち、避難生活が続けられずや

むなく戻ってきた人たちも多くいる。しかし、そ

うした人たちにとって、現地で生活しながら不安

を抱き続ける母親たちは、復興の邪魔をし、風評

を助長する、もしくは、目を背けて生活したい不

安を思い出させる邪魔な存在だと指摘されるのだ

った。いつまでも無知で不勉強でヒステリックな

人たちと揶揄されることもある。

しかし、放射性物質による健康被害については、

未だ不明な点が多い。平成２４年６月、「東京電力

原子力事故により被災した子どもをはじめとする

住民等の生活を守り支えるための被災者の生活支

援等に関する施策の推進に関する法律」（以下、「子

ども被災者支援法」とする）が成立し、その中に

は、「放射性物質による放射線が人の健康に及ぼす

危険について科学的に十分に解明されていない」

と、明記された。不安を感じることが合理的であ

ると、法はうたっているのである。私には、その

一文が救いだった。多くの避難者、在住者が、こ

の法律に期待し、それぞれの選択が支援される政

策の実現を願い、行動したが、具体的で効果的な

支援が国から行われることはなく、ついに、唯一

ともいえる自主的な避難者に対する借り上げ住宅

の援助も、打ち切りの検討段階に入っている現状

にある。住宅援助は、特に母子避難世帯にとって

は、避難生活の命綱とも言え、その打ち切りは、

避難生活の継続を阻害する大きなダメージとなる

ことは避けられない。

（３）避難区域再編による分断

富岡町は、平成２５年３月に区域再編が行われ、

帰還困難区域、居住制限区域、そして避難指示解

除準備区域と、町が３つの区域に分断された。区

域によって賠償金に差が出て、自由に出入りでき

る地域と一年に１５回のみ立ち入りが許される区

域に分かれ、帰還困難区域の住宅の前には一戸毎

にバリケードが設置された。道路一本向こうと、

こちら側とで、親しかったご近所さんが、全く異

なる状況に置かれたのである。同じ仮設住宅に避

難し、親しく情報交換をしてきた町民らが、区域

再編後、もう会いませんと言われたというエピソ

ードには、本当に心が痛む。国の施策によって、

人々の友情といった感情までも、壊されていくの

である。

様々な分断と言える状況があり、お互いが傷つ

かないようにと配慮を重ね、言葉を選ぶ関係か、

関係を断つか、人間関係についての決断も迫られ

ていく。

３ 乗り越えようとする試みと困難

上記のような分断の状況を何とかしようと、私

たちは、平成２５年から、「未来会議ｉｎいわき」

という対話の場を主催するようになった。考え方

はそれぞれ、価値観は多様であるということを前

提に、相手を批判しないこと、本音で話すこと、

の２つのルールを守って、リラックスした雰囲気
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の中で対話をするワールドカフェの手法を用いた。

その活動を通して、放射能に対する考え方の分断

状況が少しは改善できないか、相手の立場を理解

はしないまでも、そういう考え方もあると受け止

めることができれば、気持ちの分断、すれ違いが

少しは減るのではないか。そんな想いで続けてき

た。

一緒に活動を始めようとしたメンバーの中には、

私と同じく子どもを持ち、被ばくを少しでも避け

て生活したいと思って行動をしてきた人も多くい

た。一方、被災地のこれからを語る場には、福島

の復興に関心を持つ方々も多く集まり、話の中身

は、前向きな話が増えていったように思う。その

雰囲気の中、私たち主催者の意図とは逆に、徐々

に、不安を語ることが憚られるような、明るい話

しかできないような場であるかのような、そんな

場の雰囲気になっていったように思う。そして、

ある人の不安が、他の人の行動を責めているよう

にもとれるというナイーヴな状況の中、本来であ

れば対立しない者同士が、相手への配慮から、ほ

んとうの思いを口に出すことを再び止めるように

なっていった。不安を語っても安全な場、とうた

った場でさえも、不安を語ること、不安を言葉に

することの難しさ、それが生じさせる分断のよう

な状況が、大きな壁となっていった。徐々に、私

たちの対話の場は、「復興派」の集まりなどと表現

されるようにもなった。この原発事故後の変化し

てしまった社会で、子どもたちのために、との考

えは同じなのにもかかわらず、手法の違いによっ

て引き起こされる分断は、解消するのがとても難

しく、現時点でも、深い溝が残されたまま、心を

痛めたままの状態は続いている。

しかし、一方で、その活動を通じて、私は、双

葉郡から避難してきたたくさんの方と、友達にな

ることもできた。考え方も立場も違っているが、

互いの立場を尊重しあえる関係。友達になると、

相手の立ち位置が他人事ではなくなって、もっと

事情を知りたくなっていく。そして、実際に彼ら

の故郷を訪ねさせてもらい、その町での震災前の

楽しかった日々のエピソードなどを語っていただ

いたり、自宅に土足であがらせていただいたり、

変わり果て、放置された町の有様を見せていただ

いたときに、数万人の方を強制避難させ、生活の

全てを奪った状態、自分が住んでいる街の隣、同

じ社会の中に、こんな世界が広がったままだとい

う事実をちゃんと想像できていなかった自分を恥

じた。知れば知るほど相手の痛みが自分の痛みと

しても感じられ、置かれている状況の困難さを前

に、何かできることはないかと考えるようになっ

た。原発事故後の課題にとりくむ多くの人が、現

在避難者が置かれている状況と、避難指示が出た

町の様子を、現場を訪ねて知り、痛みを想像し、

自分事として捉えて欲しいと考える。次に、私が

見聞きした、避難者の置かれている実情を説明し

たい。

４ 広域、かつ長期の強制避難の実情

（１）多くの住民は生活の全てを奪われた

区域再編までの間、警戒区域に指定された場所

は、一般住民の立入りができなかった。地震によ

って壊れた建物は、早期に手入れができなかった

結果、雨漏りや割れたガラス窓からの風雨の侵入

を止められず、２年経過した初めての立入りのと

きには、雨水による劣化とカビの繁殖と、小動物

たちの糞まみれになっていた。冷蔵庫にあった食

材は腐り果て、片付けのために扉を開けたときの

異臭は、脳裏に強く焼き付き、吐き気と悲しみを

人々につきつけた。人のいない町は、震災による

被害をそのままに残しただけでなく、より悪い状

態へと変えていた。そこにあったはずの笑い声や

生活を奪い続けるのが、原子力災害であり、避難

政策である。そして、そんな町が、多くの人が震

災前と同じように生活している社会の隣に、広範

囲に取り残されているのに、多くの人がその事実

に無関心であることに、私は、狂気を感じずには

いられない。
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（２）復興、帰還政策が進む中での矛盾

平成２６年に福島県の浜通りを通過して東京と

仙台を結ぶ国道６号線が開通し、平成２７年３月

には常磐道がいわき市から仙台まで開通し、自動

車があれば誰でも旧警戒区域を通過できるように

なった。

ある避難者の方は、旧警戒区域を通過する国道

を、たくさんの自動車が通る度に、その脇にある

自宅になぜ住むことができないのか、理解ができ

ずに苦しいという。「なぜ、自分はここにいるのだ

ろう。」その問いが頭から離れない。避難者からは、

そんな感想が漏れる。復興の道筋を決める国のや

り方には、住民らの意向が反映されているとは言

い難く、むしろ、避難者の気持ちは置きざりにさ

れていると言わざるを得ない。

（３）気持ちの揺れ動き

避難を余儀なくされている住民の中には、困難

な状況であっても、前向きに明るく生きようと、

気持ちを切り替えて、笑顔でいる者も多い。国や

東京電力を責めていても、現状は良くならないと、

気持ちを切り替えているのである。しかし、その

ような避難者の方が、時々こぼす本音には、前に

進むことへの無力感の訴えや、これでいいのかと

問い続ける毎日であるとの想いも含まれる。彼ら

は、勝手な使命感をもって頑張り続けているが、

ふと浮かぶ疑問に自ら答えることができないのだ

と言う。

避難から数年間、熱い思いを抱いて、家族の生

活再生や、復興をと頑張ってきた人々の中には、

生活が落ち着くに見えるや、うつ的な症状となっ

たりする人も出てきている。

避難が続いているうちは、このような気持ちの

揺れ動きがなくなることはなく、むしろ、避難が

長期化し、状況が刻々と変化していく中で、更に

大きな気持ちの揺れと向き合わざるを得なくなる

のかもしれない。

（４）絶望と光

ある避難者は、避難指示により津波被害者の捜

索が続けられず、救えた命を救えなかったこと、

見つかるはずだったご遺体が行方不明のままにな

ってしまったことを悔やみ続け、今でも、捜索活

動を続けている。そのような活動を見て、できる

ことがあるのであればと、活動に協力を惜しまな

い人々もいる。

絶望的な中にも、人々の中に他者への思いやり

が見えたとき、私は、光を感じたりもする。しか

し、そんな状況に人々を追い込んだ事故を、ます

ます憎く感じたりもする。

（５）描けない将来像

国策で推進してきた原子力政策の失敗にもかか

わらず、国が謝罪して責任を持つことを避けてい

ることから、帰町等の判断は自治体に押しつけら

れ、様々な想いの住民を抱える自治体は、重い責

任を負わされている。将来的な見通しが何らつけ

られない中、住民たちは、将来帰るか帰らないか

といった判断ができる以前の状況に置かれており、

不安定なままである。

自宅の状況が悪い方がむしろ、次の選択を決断

しやすいという話もある。地震被害が大きかった

り、雨漏りで自宅内がカビでいっぱいになり、小

動物の糞まみれの自宅を持ったりしている方ほど、

その自宅への帰還を諦める傾向が強いという。一

方で、住宅の傷みが小さい住民ほど、戻ってその

場で生活することが現実的であることから、帰還

への想いを断ちきりにくいというのだ。

どちらにしても、今後の町のあり方が決まり、

なおかつどの程度の住民が帰還するのかが決まっ

ていかなければ、将来像は描けない。住民が「戻

りたい」と考える故郷は、隣近所に知人が多くい

て、安心して生活ができたコミュニティである。

隣人のうち、誰が帰還して誰が移住してしまうの

か、そういった情報まで総合的に材料にしなけれ

ば、判断はできないが、それぞれの住民が決断を

するタイミングは、決して同じではない。

（６）頻発する諸問題

汚染水の放出についても、漁協の同意という要
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件をつけられた結果、むしろ、漁協が復興の妨げ

となっているなどと、住民から責められる対象と

なるなど、新たな分断も招いている。

（７）子どもたち

故郷への想いが強い大人たちの苦悩の一方で、

子どもたちについて見ると、表向きに出てくる言

葉は、むしろ新しい生活になじんでいるかのよう

にも見える。しかし、「興味ない」という言葉の裏

に、親に心配をかけたくないという配慮や、傷つ

いた自分に触れたくないという想いがないと断言

することはできない。余震が来る度に極度に怖が

る小学生の私の娘は、「住んでみたい街を描く」と

いう街づくりワークショップに参加したときに、

星型のなかに「地震のない町」と書いた。そして、

１０歳の「２分の１成人式の日」に話した将来の

夢は、「放射能を消す機械を作って、みんなを笑顔

にしたい」だった。

震災時小学生だったある子どもは、震災後４年

半たった最近、自宅に初めて足を踏み入れた。置

かれていたピアノを演奏したいと言ったその子は、

小学校の校歌を演奏したという。子どもの故郷へ

の想いをかいま見た親は、その姿に涙を隠せない。

今、福島周辺の子どもたち、特に、避難区域出

身の子どもたちは、「復興の担い手」と大人から表

現されてしまっている。その期待を十分に理解し

ている子どもたちは、大人の期待に応えようと頑

張っている。その姿が、私には痛々しくてならな

い。ある広野町出身の高校生は、「住民と交流して

意見を聞いて、復興に取り入れたい」と言った。

それは大人の役割のはずである。子どもが、子ど

もらしくいることができない原発事故後の状況で、

私たち大人は何をすべきなのか。

（８）町の傷みと急激な変化

人々がいなくなった町は、地震や津波の被害が

放置されたまま荒れていた。津波に流されて壊れ

た自宅はそのまま朽ち果て、埃にまみれ、田畑に

はセイタカアワダチソウの黄色い花が繁茂して元

の姿は全く感じられない。

その後、除染が始まると、町の様子は一気に変

わっていった。津波被害の家は基礎ごと撤去され、

次に気づくと黒いフレコンバッグの山になってい

た。山林は剥げていき、田畑は茶色を取り戻して

いく。除染中という青色の派手なのぼりが５メー

トルおきに並び、さながらお祭りのような除染現

場には、大勢の作業員がいる。気が付くと巨大な

構築物が建設を始め、仮の減容化施設という名の

焼却施設が海際に現れ、町並みは、もはや人々の

記憶にある町ではなくなっていた。

避難者が戻りたいと言う故郷は、「震災前の故

郷」である。「金はいらない。元に戻して欲しい」

と言う避難者が多い。いま、急激な変化を遂げた

町は、ほんとうに、彼らの戻りたい故郷なのだろ

うか。隣人が戻るとも限らない、近所にいた親族

が戻るとも限らない。戻っても一人かも知れない。

そのような一人一人の選択に任せた後の町作りは、

困難を極めている。

（９）故郷への想い

帰還困難区域に指定された住民の中でも、高齢

者の多くは、死ぬまで故郷に戻れないと考えてい

る。ある年配の住民は「元の町でみんな仲良くし

てほしい。そのとき、私は、生きてはいないけれ

ど」と微笑んだ。

その姿を見て、そういった人たちのために何が

できるかと考え、二度と住むことはない、何十年

も住んだ愛着のある自宅を、せめて綺麗にしてか

ら別れを告げたいとの要望や、一時帰宅の際せめ

て自宅でお茶を飲んだりお弁当を食べたりしたい

など、住民のほんのちょっとした笑顔のために、

住民を福島県内どこにでも迎えに行って、一時帰

宅に付き添い、片付け等を行うボランティアを始

めた住民もいる。今後の町のあり方が見えない。

その苦悩は、想像を超える。

アンケート結果を見ると、帰還したい人の割合

は少ない。しかし、行政は、帰還して町を再興す

る方向ばかり向いているように見え、予算も町作

りにばかり使われ、除染と、インフラの整備ばか
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りがどんどん進んでいく。ハード面が整っていく

ことは目に見えてわかり、それは復興が進んでい

く様子として人の目には映るが、果たして、人の

心情に配慮したソフト面はついていっているのだ

ろうか。

５ 廃炉までの長い道のり

短くても、現時点においても、４０年はかかる

と言われる廃炉までの道のりは、私たち大人が生

きている内に見届けられないのではないかと思っ

てしまうほど、途方もない。その間、私は、大き

な地震が来る度に、原発の状況と原発周辺の放射

線量をチェックする生活を続けることになるだろ

う。

私が、原発から約４０キロメートルの距離しか

ないいわき市に居住を続け、故郷のためにという

活動を続けることで、私の子どもたちが、いわき

市への郷土愛を持ってしまうのではないか。そう

なることはとても素敵なことであるはずだけれど、

そうなったときに、子どもたちをこの土地に縛り

付けることになってしまうのではないか。わざわ

ざこの地で葛藤や不安を抱えて生活するのではな

く、子どもたちにはもっと自由なところでのびの

びと活躍して欲しい。私の中には、そんな葛藤も

ある。

中間貯蔵施設への放射性廃棄物搬入が始まった

が、今後、周辺地域には、一日数百台のダンプが

通る見込みとも言われる。高線量の廃棄物を乗せ

たトラックが事故を起こした時、放射線の管理が

できるのか、被ばくを避けられるのか、その後の

除染はどうなるのか、対応策はまだ見えない。

また、放射性廃棄物の最終的な行き先の問題も、

県域を越えた大きな課題であり、解決策は見つか

っていない。双葉郡の方への意向調査でも、様々

な意見が出てくる。ある住民は、既に汚染された

双葉郡に最終処分場を作るのが社会のためだ、役

に立てるのであれば立ちたいと述べ、また、ある

住民は、最終処分場が近所にある町に住民が住む

ようになることは避けたい、大きな被ばくの影響

がないというのであれば、全国で平等に負担をす

べきだ、と述べた。多くは、自分のこと、家族の

こと、町民のこと、そして、社会のことを考え、

葛藤の中、一つ一つの重大すぎる選択ができずに、

抱え込む日々を送り続けているように見える。

６ 長く続く苦悩

廃炉作業は、私たちの子、孫の世代に担っても

らわなければならない。また、復興を担わされる、

背負わされる子どもたちが押しつぶされないか。

子どもたちは、何かしたいと目を輝かせ、真剣に

取り組んでいる。しかし、その行動は、自ら選ん

でいると言えるのか。私もそうだが、震災の辛い

体験を乗り越えるために、前向きな活動をしてい

る大人は多いように思う。子どもたちにとっては、

震災で受けた心の傷や衝撃は、大人以上に鮮烈か

もしれない。

子どもたちの成長に不安も感じる一方で、震災

後、子どもたちは、この社会において考え方はそ

れぞれなのだと、多様性を受け入れているように

感じる。例えば、地元食材を摂取したくないため

に給食を食べない子どもの家庭方針について、そ

ういう考え方もあるよね、別にいいんじゃない、

と。そんな子どもたちがいる一方で、大人たちは、

相変わらず、考え方の違う相手を責め合ったりし

ている。多様な価値観で共生できるのか、難しい

課題をつきつけた原発事故後、子どもたちの成長

は、私にとっては光でもある。

しかし、多くの人が、未だに苦しみ続け、出口

さえも見出せていない状況に、心を痛めない日は

ない。その一方で、原発事故などなかったかのよ

うな生活が続く首都圏の様子を受け入れることが

できずに、怒りばかりを感じる自分にどう向き合

えばいいのか。

原発事故後の状況を何かしら改善しようと動い

ている人々の多くは、言葉には出さないし表現し

ないけれども、当然、原発は動かすべきではない
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と考えている。二度と、このような悲惨な状況が

起きて欲しくないと、強く強く願っているから。

言葉に出せない今の社会のあり方に大きな疑問を

感じつつ、多くの人がより自分らしく生きていけ

る社会の実現のために、私には、できることをひ

とつひとつしていくことしかできない。

以上

福島原発事故被害者の陳述概要

市川徹弁護士

（被害者陳述概要については、口頭弁論での陳述

における氏名をイニシャルとし、一部を削除する

など編集子が一部変更を施しています。）

第１ はじめに

福島原発事故は、人々にどのような被害を生じ

させたのでしょうか。原発の具体的危険性の有無

を判断するにあたっては、原発事故により実際に

生じた損害を、当然、直視しなければなりません。

今回、そのような趣旨から、福島原発事故によ

り多大な被害を被った方々の陳述書を、ごく一部

ではありますが、提出させていただきました。福

島原発事故によりどのような被害が生じたのか、

陳述書の内容に沿って、ご紹介します。

第２ 生活の喪失

まず、人々は、福島原発事故によって、従前の

当たり前の生活を失いました。特に、福島の豊か

な自然に根ざした生活は、根本から失われました。

１ 自然に根ざした生活の喪失

（１） さんは飲食店を廃業せざるを得なかった

経緯を次のように述べています。

「水や食べ物の放射能汚染が心配で、結局、店

を再開することはできませんでした。私の店では、

牛乳を使った飲み物、野草のお茶、木の実を使っ

たケーキ、山菜やキノコの料理、秋にはドングリ

の料理を出していました。（中略）太陽熱もお風呂

や料理に利用していました。木を伐(き)り出した

りいらない間伐材を貰ってストーブで燃やし、暖

をとったり料理もしていました。灰は畑にまいて

肥料にしていました。」

「しかし事故後、野草にも、山菜にも、キノコ

にも、ドングリにも、ベリーや梅やカリン、そし

て灰にまで、セシウムが検出されました。常連の

お客さまも子どものいる方は遠くへ避難していき

ました。自分で山を開墾し、年月をかけて作り上

げてきた店は、最初は休業としていましたが、２

０１３年４月、とうとう廃業届を出し、看板を外

しました。こうして私の人生は変わりました。」

（２） さんは、１９９５年に東京から福島県田村

市に移住し、自分の土地で思った通りに野菜を育

てたいという思いでした。しかし、原発事故によ

り、その生活は失われました。その心境を次のよ

うに述べています。

「念願かなって緑あふれる阿武隈山系の山里で

暮らし始めた時の感動は今も忘れられません。最

初は趣味程度と思っていた野菜作りは年ごとに種

類がふえ、休耕田を借りての耕作となりました。

（中略）すぐに有機農法から自然農に切り替えま

した。耕さず、持ち込まず（肥料を施さない）、持

ち出さず（草は抜かず刈ってその場所におく）と

いう農法は有機農業よりもっと自然の営みにあっ

ていると思えたからです。減反政策が緩和されて

からは田んぼも借り、稲も育てました。３畝(せ)

の田んぼで米を、２反の畑では雑穀、豆、野菜を

育て、エゴマからは油も絞りました。シイタケや

ナメコも育てました。山の恵みも沢山ありました。

フキノトウから始まる数々の山菜、初夏はキイチ

ゴやクワの実、秋はクリや柿、キノコもいただき

ました。春は山菜採り、苗作り、夏は草刈り、食

べきれないキュウリやトマトなどの夏野菜を兄弟

姉妹や友人に送り、秋は栗拾い、稲や豆や雑穀の

収穫と収穫後の処理、冬は薪づくりと四季それぞ

れに多様な日々を送りました。個性的な木々の芽

吹き、毎日成長するのがわかる若葉、季節を忘れ
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ずに花を咲かせる山野草、木々の間をとびかい、

さえずる小鳥たち、庭の松の実やオニグルミの実

を食べにくるリス、蛙をのみこんで動けなくなっ

ている蛇、トンボやセミの羽化などをじっとみい

ることもしばしばでした。本当に目に見えない微

生物から虫、鳥、小動物、イノシシにいたるまで

共に生きている、生かされているという実感があ

り、それはこの上ない喜びでもありました。お金

では決して買えない満ち足りた生活でした。（中

略）

まさか原発事故で、放射能で、大地が、緑が、

空気が汚されるとは思ってもみませんでした。自

然の営みに合わせた生活は一番打撃を受けました。

田畑を使うこともできず、薪ストーブを焚くこと

もできなくなりました。お風呂も薪ボイラーなの

で使えません。地下３４メートルからくみ上げる

井戸水に放射性物質が検出されなかったのが唯一

の救いです。でも、山里で生活する楽しみは失わ

れてしまいました。

（中略）日常生活が何の心構えもなくある日突然

に断ち切られ、後を振り返ることも、前を見るこ

ともできない生活は真っ暗なトンネルの中にほう

りこまれたような途方に暮れる日々の連続です。

４年が経ちもう福島へは生きているうちに戻って

生活することはできないだろうとあきらめるよう

になりました。だからと言ってこの避難先に根を

下ろすだけの決心はまだつきません。移住した私

たちでさえこのような心の状態です。先祖代々そ

の土地で暮らしてこられた方の苦悩は私たちでも

計りしれません。福島を返して下さい。汚れてい

ない元のままの福島を返して下さい。続くはずだ

った生活を返して下さい。これが私たち被害者の

本音です。でも、そんな

ことは誰にもできません。

放射能がばらまかれてし

まった今、どんな償いが

できるというのでしょう

か？まさしく、とりかえ

しがつかないのです。」

（３）小さい頃から自然が大好きで山の中に住む

事が夢だったという さんは、念願叶い、２７年

前からいわき市の山奥で畑を作り始めました。し

かし、原発事故により平和な生活を失いました。

その心境を次のように述べています。

「畑はもちろん無農薬・有機農法。沢から水を

引きワサビを作り、木を伐採してはキノコを植(し

ょっ)菌(きん)し、果樹を植えた。山菜を摘んでは

食卓に並べ、薪ストーブで暖を取るという暮らし

を謳歌していた。家で飼っている２匹の犬たちは

自由に野山を駆け回り、畑を荒らすイノシシを追

い払ってくれた。（中略）私たちはそんな平穏で幸

せな日々を過ごしていた。

しかし今回の原発事故はそれらすべてを根底か

ら破壊してしまった。家の東側は竹林、北と西は

杉林に囲まれて除染のしようもない。山菜も無農

薬の野菜もキノコも沢水も口にすることはできな

くなり、薪ストーブさえ燃やす事ができなくなっ

てしまった。野山を駆け回っていた犬たちにまで

すさまじいばかりの被曝をさせてしまっている。

（中略）県は「もりの案内人」を養成してきた。

もともと自然が好きだった私は１４年前に研修を

受けて、その一員となった。その後（中略）スキ

ルアップしながら多くの人々に里山や森を案内し

てきた。緑豊かな自然の中をゆっくりと歩き、五

感をいっぱいに使いながらの案内は、参加者はも

ちろん私自身の心も癒やされて、それは楽しいひ

と時だった。長い間探し続けた、私のライフワー

クだった。３月、長い長い冬もやっと終わりを告

げ、これからが私たち案内人の出番という時に、

あの原発事故は起こった。自然豊かな森は、風に

よって降り注ぐ放射能で人の足の踏み入れること

のできない、恐ろしい汚染の森へと変わってしま

った。

（中略）事故後、半年間、私は毎日涙がこぼれて

仕方がなかった。自然の中で暮らすという夢、私

のライフワークだった森の案内、（中略）私の将来
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は全て打ち砕かれてしまった。

（４） さんは、事故によって失われた福島県内で

の生活について、次のように述べています。

「みんな（中略）少しずつ枯れていく。あまり

お金はなくとも今まであった自然と、いちいち放

射能を気にしなくてもいい空気の中でしていた土

いじりもできなくなった、ということだけでもも

うダメです。日曜日は川や海に釣りに行けるとか、

山(さん)野草(やそう)にふれるとか、そういうこ

と全部が奪われる。それこそ何気ない当たり前の

日常を喪失している。」

２ 仕事への悪影響

もちろん、原発事故は、自然に根ざした生活以

外の生活も奪っています。原発事故当時、いわき

市で眼科医院を開業していた さんも、生活が一

変しました。通院患者を放置して避難する気持ち

になれない、という理由から、いわきに留まって

いらっしゃいます。事故後の生活について、次の

ように述べています。

「東京に避難してすぐに「ヘルパーが来ない、

飯が来ない」と全盲の視覚障害者から SOS の電話

があったのを契機に、私は避難３日後にはいわき

市にもどり、その後診療体制の再構築と避難所へ

の支援物資配布活動を開始しました。放射能汚染

が続く中での再出発においては、大部分の職員の

避難継続と退職、若い女医が診療応援に来ないな

どのために診療レベルの低下は避けられず、診療

時間の短縮、手術制限などで対応せざるを得ない

状態が続き、いまだに元のレベルには程遠い状態

となっております。当眼科クリニックを継承予定

で結婚を控えた息子が放射能汚染を理由にいわき

に戻ることを中止したために、私の人生設計は大

きく狂い後期高齢者となった現在も現役を続行せ

ざるを得ず、甚大な被害を被っております。」

第３ 被曝による被害

１ 被曝に対する恐怖・不安

原発事故後、福島に住み続けている方の中には、

被曝の恐怖・不安を抱き続けながら生活をしてい

る方が多数いらっしゃいます。

（１）福島県郡山市で生まれ育った さんは、事

故後、抱き続けている恐怖・不安について、次の

ように述べています。

「２０１１年は、大きな余震が続き、原子炉内

の温度計が壊れただの、冷却プールへの注水が止

まっただの、肝を冷やすようなニュースが頻繁に

流れました。地面が揺れるたびに感じた、当時の

恐怖は、「ギロチンの下の暮らし」という言葉で言

い表すことができると思います。いつ、何が起き

てもおかしくない状況の中で、自分の行動によっ

て、「もう二度と家族に会えないのかも」「帰る家

がなくなるのかも」という不安を感じながら、常

に車のガソリンを満タンにし、出かけるときはス

マートフォンのコンセントや予備のバッテリー、

ガイガーカウンター、携帯ラジオなど非常用品を

詰めた重たいバッグを持ち、自宅には水の汲み置

きを常時８リットル、そして二重三重にマスクを

して怯えながら暮らしていました。

２０１２年、１３年、１４年も、不安はぬぐえ

ず、不眠や過食も続きました。体調も度々崩しま

した。生活のリズムが狂い、疲れやすく、病気が

治りにくい、この感覚は、福島県以外の方には、

なかなか理解できないものかもしれませんが、確

かに感じることなのです。（中略）つとめて今まで

どおりの生活をするよう心がけてはいますが、絶

望感と言い換えてもいいこの恐怖感は、事故が起

きる以前は、一度も感じたことのない気持ちです。

（中略）毎日のテレビの天気情報の中で、空間線

量が何ベクレル、海洋汚染が何ベクレルという発

表があり、異常な場所に住んでいることを嫌でも

思い出させられます。」

（２）原発事故後も福島県内に居住している さ

んは、被曝の不安やそれに由来する被害について、

次のように述べています。

「私の長男は病弱だったため、食べ物や洗剤・
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衣類にいたるまで気をつけて育ててきました。し

かし、息子の住む神奈川にまで放射性物質が飛散

し、３月２０日周辺には何も知らされずに高濃度

の被曝をしました。先日は帯状疱疹で入院しまし

たが、被曝による免疫力の低下を疑うと同時に、

今後も外部・内部を含め、永遠に低線量被曝を受

け続けていくのかと思うと、悔しくて残念でなり

ません。

このことは当然、福島県内に居住する私自身に

も当てはまります。昨年６月以降、首のリンパか

ら甲状腺にかけて腫脹(しゅちょう)があり、今後

ずっと発ガンの不安を抱えながら生きなければな

りません。

（中略）事故はいまだに収束もせず、使用済み核

燃料プール倒壊の危険が去らないので、地震や台

風のときは気が気ではありません。また、毎日線

量計を持ち歩いて自分がどれだけ被曝したかに怯

え、自分や大切な人が病に倒れるのではないかと

いう不安や恐怖が常にストレスとなっています。」

２ 子ども達のこと

特に子どもたちの被曝やそれに伴う心身への影

響を心配されている方が多数いらっしゃいます。

（1） さんは、「子どもたちの甲状腺癌は増え続

けています。しかし、原発事故と関係が無いと断

定されています。子どもたちの被曝低減策は、除

染以外に何も講じられません」と述べています。

（2）眼科医である さんは、「県内の子どもに１

００名超の甲状腺がんが発見されていますが、被

曝との因果関係は否定できない中、多くのお母さ

ん方の不安な気持ちを察すると胸の痛みを覚えま

す」と述べています。

（3） さんは、「特別支援学校の教師をしている私

は、（中略）「自分がここで教えていることで、子

ども達を被曝させている」という罪悪感に日々さ

いなまれています。」と述べています。

（4）福島県双葉郡双葉町(ふたばまち)に住んでい

た さんは、このような悲しいエピソードを紹介

しています。

「双葉町にいたある子どもさんが、福島第一原

発事故の後、ある中学校に転校しました。その子

どもさんが教室に入った時、周りの同級生は「危

険だ。」と騒ぎ出したそうです。その子どもさんは

中学校に行かなくなりました。登校拒否をして、

引きこもり、閉じこもりになったそうです。（中略）

その子どもさんも大変です。でも、もっと大変な

のは、その子どもを見守っているお母さんです。

そのお母さんのつらい気持ちが、私にはよくわか

ります。」

第４ 避難生活

福島原発事故による被害で、見逃せない被害の

一つに、避難生活を強いられている・ないしは避

難を選択せざるを得ない人々がいることが挙げら

れます。

１ 避難生活の過酷さ

さんは、これまでの避難生活について、次のよ

うに述べています。

「親戚の方の車に乗せてもらい、自宅に着いたの

は夕方暗くなるころでした。（中略）夫が書いた

「『いこいの村なみえ』に避難しています」という

メモがあったので、またその車に乗せて行っても

らいました。（中略）それから現在までずっと夫と

一緒に避難生活をしております。

１２日の早朝、自宅にやっと戻りました。（中略）

室内を歩く道だけは作ろうと片付けているうちに

町内の防災無線が聞こえたんです。（中略）「避難

しなさい」だか「避難して下さい」だけの繰り返

し。（中略）それで”しょうがない”ということで

夫の車で出たんですが、案の定、車が国道１１４

号線に向けてあらゆる小さい通から殺到していて

動けません。それで、いったん自宅に戻りました。

（中略）私の車でいよいよ避難の行動にでました。

（中略）昼ごはんを食べ、それからスタートしま

した。やっぱり１０㎞もいかないうちに車の列で、

動きがとれなかったです。浪江町の津島に向かい

ました。（中略）通常３０分で行ける距離を延々と
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５時間かけて避難しました。遅かったから行く

先々の避難所が全部満杯です。（中略）ひとりが飛

んできて、「羽附の集会所が開放になったから、そ

こへ行ってくれ」ということでそこに行きました。

（中略）そこに３日間おりました。１５日の早朝

に役場の方が見えて、「ここも避難しなきゃいけな

い」と言われました。「どこに避難するの？」と聞

いたら、「二本松の東和だ」と。（中略）「二本松な

ら行かない。なぜ、９０㎞圏外に避難の場所を求

めないの？」と言いました。そしたら、「いや、と

にかく逃げて下さい」と懇願されました。それで

雪、みぞれの中を、配付された１人２枚の毛布を

持参して、車に乗って二本松市東和地区の体育館

に行きました。

体育館は天井が高くてすっごい寒いんです。毛

布を追加して下に敷いたり新聞紙をまいても、も

のすごい寒さで私は眠れない。咳や痰も出始めた

ので、”あぁ、これは肺炎にやられるな。その前に

脱出しないといけない”と考えました。電話はそ

れまで通じなかったんですが、（中略）携帯電話で

本宮市の親友にかけたら通じたのです。（中略）彼

女も「電気と水はある。食べ物は無いけど来なよ」

ということで、１６日の早朝スタートしました。

体育館の戸を開けたら一面雪。車も真っ白ですの

で、「雪に触っちゃいけない」と思い新聞紙で雪を

払い、それでスタートしました。

その後、避難先を（中略）転々とし、現在は本

宮市の仮設住宅で生きています。

（中略）この本宮の仮設住宅には、現在浪江町の

住民６２世帯が入っています。浪江町の住民２万

人のために町がつくった仮設住宅は３１カ所あり、

ここはそのひとつです。住宅の部屋の造りは、１

Ｋ、２Ｋ，３Ｋとあり、１Ｋは単身者用。２Ｋは

２人用で（中略）それ以上の方は３Ｋ（中略）私

は、それまで転々として、２０１１年１０月に９

カ所目でここに夫と２人で入居しました。（中略）

２Ｋの部屋に入居しました。全然荷物も置けない。

ところが２０１２年６月に「３Ｋに移動していい」

となった。それで今は３Ｋに住んでいます。（中略）

仮設住宅での生活は最初２年だった。「ここに２年

間、そうしたら帰れるでしょう」と言っていた。「２

年じゃ無理よ」となったら一年伸ばして「３年に

しました」となった。次には「こんな仮設じゃダ

メだから５年後には『仮の町』の方に移るように

しましょう」となった。だから５年で帰れると思

ったら、５年経っても帰れなくて、そうしている

うちにだんだん疲れちゃう。「また嘘つかれたんだ

べー」と。その虚しさがあるんです。」

２ 避難生活によるストレス

過酷な避難生活は、避難者の心身に大きなダメ

ージを与えます。 さんは、次のように述べてい

ます。

「患者さんの中には、仮設住宅に落ち着くまで

に次々に避難所が代わり、十分な医療がなされな

かったために、また家族離散の仮設住宅での劣悪

な環境とストレスのために、緑内障、糖尿病性網

膜症、網膜静脈閉塞症、中心性網膜炎などの疾患

が発症、ないしは、悪化した例が多数にのぼり、

健康面での原発事故被害の深刻さを思い知らされ

ながら、日々診療にあたっております。患者さん

の多くは避難所から仮設住宅に移り始め４年が経

過しましたが、住み慣れた土地、仕事、コミュニ

ティーなど人生の全てを奪われ、家族が引き裂か

れ、身も心も収束にはほど遠い状態であることが

診察中の会話からひしひしと伝わってきます。」

３ 避難後の葛藤

さんは、避難後の葛藤を述べられています。

さんは、事故当時、だんなさんと四番目のお子さ

んと会津若松市に住んでいました。事故後、１５

日までは残っていましたが、１５日に避難しまし

た。避難の際や、その後の心境を次のように述べ

ています。

「１５日早朝、４号機の水素爆発報道により恐

怖を抑えることはできなくなり、私は一気にパニ

ックになりました。仙台の夫に電話し、私の異変

に気づいた彼は避難を了承しました。妹には彼女



2015 年 7 月 20 日発行 第 19 号

の息子を２時間以内に連れて来るように連絡しま

した。この甥は、当時小学校６年生で数日後の卒

業式を欠席したくないと、前日姉と一緒の避難を

拒否していたのです。（中略）妹は泣きながら息子

を私に託しました。（中略）

義弟家族に温かく迎えられ、息子と姪、甥との

避難生活が始まりましたが、それは自分を責め始

めることにもなりました。多くの人々が東北の被

災地に向かっているにもかかわらず、真っ先に逃

げ出した自分が本当に情けなく、涙が止まること

はありませんでした。子どもたちに泣き声を聞か

せてはいけないと、買い物に出かけると言い嗚咽

しながら見知らぬ町を歩いていました。

（中略）今、福島県が大好きで子育てを夢見てい

た若い母親たちが、真実を語らない、生命を宝と

した復興を目指さない福島県に絶望を感じ、他県

へ移住しています。私の避難同様、決して自分た

ちだけが移住して良かったとは思わず、残した家

族や友人親子を気遣い、我が子が被曝した事実を

大きな不安として、デブリのように心の奥底に抱

え、これから生きていくのです。」

第５ 無神経な帰還政策

避難生活も非常に苦しいものですが、他方、行

政による無神経ともいえる帰還政策も、やはり

人々の心にダメージを与えます。 さんは、次の

ように述べています。

「原発を国策としてすすめた人達は、何を考え

てすすめたのか、そして、今回の原発事故という

過ちに対して、どのような責任を取るつもりなの

かが問われなければならないでしょう。しかし、

現実には、責任を取るどころか、自分達の過ちを

何もなかった事にしようとする様に、除染という

名目で、膨大な国民の血税を使って、福島第一原

発から１０キロ圏内の汚染がひどくて帰ることが

できない所までも大地をけずり取って、黒い袋に

詰め込んでいます。そして、黒い袋の仮置き場が

作られ、集められています。さらに、そのような

仮置き場のあるところへ、避難住民を帰還させよ

うとしています。何の心配もないのであれば、自

分の故郷に帰りたくない人はいないでしょう。し

かし、私の故郷は、今でも、放射線量が高い状態

です。そのような場所に、わずかな人数で帰って、

元の生活が取り戻せるわけがありません。だから

こそ、たくさんの人達が、大切な故郷であるにも

かかわらず、帰ることを選択できないのです。（中

略）それなのに、なぜ国、東電は人の命に向き合

ってはくれないのでしょうか。」

第６ おわりに

以上のように、原発事故は、人々の生活を根底

から破壊し、被曝への恐怖心を抱かせ続け、多数

の人に過酷な避難生活を強いています。また、事

故後の行政や東電の不誠実な対応により、二次被

害を受けている人も多数いらっしゃいます。福島

の事故は、原発の危険性の一端を、私たちに具体

的に示しました。

しかも、現実に発生した福島原発事故による甚

大な被害でさえ、言葉は悪いですが、「運良く今の

程度に収まった」という側面もあります。事故後

の対応如何では、より甚大な被害を生じかねませ

んでした。

私たちは福島原発事故の被害を目の当たりにし

たのですから、そのような事故は万が一にも起こ

してはなりません。そのような観点から大飯原発

の安全性も検討されなければなりません。

大飯原発の再稼働について、 さんは次のよう

に述べています。

「私たちは被害を受けたものとして、二度と同

じ思いを他の誰にも経験させたくないと思ってい

ます。事故の真実も責任も明らかにされないまま

に、原発の再稼働などは考えられないことです。

福島の事故から何を学んだのでしょうか。それは

被害者の犠牲をあざ笑う行為です。私は大きな声

で叫びたいです。「もう大飯原発を動かさないで下

さい！」
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報告会＆記者会見

（3時 50 分より報告会を開催）

◆「裁判の会」嶋田事務局長あいさつ

皆さま、こんにちは。今日は第 4回口頭弁論に

ご参集いただきまして、ありがとうございます。5

月 23 日に裁判の会の総会を開きまして、私嶋田が

新しい事務局長の役に就きました。

「足回り、くち回り」が弱そうだとご心配かも

しれません。足回りのほうは事務局活動の充実を

図ります。アンテナはもっとよく張っていきます。

くち回りのほうでは、スポークス・パーソンを設

けまして、女性 1人男性 1人でなってもらいまし

た。

いま司会の奥出さんからも説明がありましたが、

裁判の会会員をぜひ、倍、倍、倍と増やしていき

たいと思います。全国的にキャンペーンを張って、

今までに福井で得られた地裁判決、仮処分決定を

活かして運動をしていきます。

（国際原子力機関）が、このあいだ福島第

一事故についての最終報告書を出し、その中にこ

の裁判に関係することが２つありました。（東京新

聞報道の「要旨」から）

一、東電は福島県沖でマグニチュード（Ｍ）8.3 の

地震が発生すれば最大約 15メートルの津波が第一

原発に達すると試算していたが対策を取らなかっ

た。原子力安全・保安院も迅速な対応を求めなか

った。

これは、今日の 「日本と原発」短縮版に出て

いました。

一、地震と津波の災害予測に関する手法は、原発

を建設する地域で過去に記録された最大の震度も

しくはマグニチュード（Ｍ）より大きい地震が最

も近い場所で起きると仮定する国際的な慣行に十

分沿っていなかった。

このように、批判されています。

次は私が見た新聞記事から、広島原爆の放射能

による被ばくのお話２つです。

広島の爆心地から 4.1km 離れていましたが「黒

い雨」の降った地域で、当時出産直後でそこに留

まったお母さんが、最近 90歳代で亡くなりました。

その方は、肺がんと大腸がんと、たしか胃がんだ

ったと思います。最近まで生きてらしたその方の

肺などの標本から、放射線が走る跡（飛跡）が確

認されたと新聞報道がされていました。（6月 8日

毎日新聞）標本の中に放射性物質（ウラン 235 ら

しい）があったのです。

放射性物質が体外に排泄されないで残って、内

部被ばくをすることがひとつ実証されたと言えま

す。

もうひとつも今年の新聞記事ですが、脳の髄膜

腫というできものがあります。ふつう良性の腫瘍

ですが、これが広島の被爆 40年後から増えている。

これは爆心地付近の人に多いらしいです。（1月 6

日毎日新聞）最初のピカッとなった時に被爆して

遺伝子が少し壊れて、それがずっと残っていてだ

んだん異常分裂して、腫瘍が大きくなってきたと

思います。

報告書は「被ばく線量は低く、甲状腺がん

の増加は考えにくい」とか、残念な内容です。

こちらは、今日、意見陳述をされました菅波先

生の岩波書店の本（ブックレット）です（編注：

19 頁で紹介！）。副題に「被ばくの時代を生きる」

と書いてあります。（「避難する権利，それぞれの

選択」2012.06）何も核戦争の後じゃないのです。

原発が壊れての被ばくです。ほんとうに胸を締め

つけられる感じです。たしか、2011 年 7 月頃の「子

供の科学」という雑誌で「これからは放射能と共

生する時代だ」と書いてありました。それを見て

ほんとうにショックでした。私たちは、原発のた

めにこういう時代に入ってしまったのかと思いま

す。

今日の法廷、いろいろな証言から胸を突かれる

思いです。私たちとしては、再稼働をさせず、原

発を無くしたいという思いでいっぱいです。
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◆笠原弁護士より期日概要の報告

これについては、本号 2頁を参照してください。

◆海渡弁護士よりコメント

関電側から提出された京都大学大学院法学研究

科の高木光教授の鑑定意見書についてですが、函

館市が原告となっている大間原発訴訟で原告函館

市側の意見書を作成したばかりなのですが、その

過程で考えたことなのだそうです。

ひとつは、一言で言うと民事訴訟で原発を止め

るということは認めてはいけないんだということ

なんです。特に仮処分でやるのはとんでもないこ

とだと・・・。ドイツでは行政訴訟しかできない

ことになっているということで、確かにドイツで

はそういう法律制度になっているんですけれども、

日本の場合は女川原発以来の民事差止でやるとい

う権利があることは確立してきているにもかかわ

らず、ご本人が行政訴訟学者であることもあるの

でしょうが、今まで誰も言ったことのない主張を

しています。

それに対して今日の口頭弁論では、こちらの弁

護団の方から、関西電力はそういう法的主張をす

るつもりなのか、と尋ねたわけですが、そこまで

はやりませんと答えていました。いずれにせよか

なり突飛なことを言っていたということです。

それから新規制基準についてですが、高木先生

は民主的な根拠付けがあるとして裁判所はこれは

尊重しなければならないと言っているわけです。

確かに大飯の場合には新規制基準による審査が終

わっていませんでしたから、それには一切言及し

ていない判決になっているのです。その後の高浜

の仮処分決定では、新規制基準の審査が終了して

いましたから、裁判所はかなりこれに踏み込んだ

判断をしているわけです。それに対しても言葉は

悪いですが「素人の裁判官の分際でお国に文句を

言っていいのか」という言い方をしているのです

ね。弁護団としてきちんと論破していきたいと思

っています。

◆内山弁護士よりコメント

今日の口頭弁論で気になったことは最後のやり

取りです。議論がかみ合わないままで判決を下さ

れては、川内の仮処分決定のような結果になりま

す。例えば川内では基準地震動の設定の出発点で

松田式というのを用い、これは誤差が極めて大き

いということを主張したのですが、関電はこれに

は全く触れなかったわけです。これだけではなく、

10 個に余ることについて関電は反論していません。

いっそうの危機感を持って対応する必要があるよ

うな気がします。

それから全国の裁判の状況ですが、大飯・高浜

の仮処分が福井で始まろうとしています。9月、10

月、11 月毎月期日が入っています。福井地裁は争

点を良く理解した上で決定を書きたいと言ってい

ます。そういったことをここでもやれたらなあ、

と思っています。

それから川内は負けましたけれど、進行協議が

数日前に宮崎高裁で行われました。宮崎高裁は 8

月、9 月、10 月、11 月、12 月と 5 回の期日を入れ

ました。そこでは細かい議論がなされるでしょう。

それによって裁判所の理解を得ていくということ

になるでしょう。

◆菅波弁護士よりコメント

いわき市で子ども 5人を育てながら、弁護士の

仕事をしています。震災時は 5番目の子どもを妊

娠していまして、地震が起きたときには相談者と

打ち合わせの最中でした。実は私は工学部出身で

発電プラントの研究なども学生のときにやったこ

ともあり、テレビの映像を見ていて「これは原発

が大変になる」と思い、3月 12 日には避難をして、

幸いなことに私と子どもたちは初期の放射性プル

ームからは逃れることができて、初期の被曝は避

けられたわけです。
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その後は、「福島の子どもたちを守る法律家ネッ

トワーク」の副代表などもやっていて、低線量被

曝に悩む方々への支援をやったり、様々な分断が

ある中で「未来会議 in いわき」という対話の場作

りに関わってきています。

今日の陳述では、いわきで子ども 5人を育てな

がら、「未来会議」をやる中で聞いた話、旧警戒区

域に私が直接行って見たこと、それから福島第一

原発も視察させてもらって、そういう中で感じた

ことなどの話をさせていただきました。

私自身も、原発事故のトラウマからまだ回復し

ていなくて、今日の口頭弁論の「日本と原発」の

映画が上映されたときに直視できない場面もあっ

たりしていました。そういう中で、私や周囲の人

たちの今の生活の困難というのをちょっとでも改

善するということをやってきていて、原発を止め

なきゃという思いは持ちつつもこういった活動に

は関わってこれませんでした。が、いろいろなご

縁でここで話をするということになりました。私

はこういう原発を止めるという活動はできないん

ですけれども、皆さんが原発を何とか動かさない

ようにという活動をがんばっていただいていると

いうことがすごく嬉しくて、今日は私が勇気をも

らえたなと思っています。これからもがんばりま

しょう。

◆市川弁護士よりコメント

今回、私が福島の事故の被害にあわれた方々の

発言を陳述させていただいた趣旨については、今

回の大飯原発の危険性について判断する前提とし

て、どのような観点から見ればよいのかを考える

にあたって、福島の事故のような被害を二度と起

こしてはならない立場から審理していただきたい

ということから、被害にあわれた方々の生の声を

裁判所に伝えたい・・・そういったことで今回の

プレゼンを担当させていただきました。

証拠として出させていただいたのは 11名の陳述

書ということで、当然ながら被害にあわれた人数

に比べたら本当に少ない数なのですが、様々な陳

述書を読ませていただいた中でも、皆さんの被害

が広範で多様であることを示す陳述書をピックア

ップしました。そしてさらにその一部の抜粋とい

うことなのですが、なるべく被害が裁判所側に伝

わるような部分を抽出したつもりです。

そして大飯原発再稼動については皆さん同じよ

うなことを言っています。つまり、私たちのよう

な目にあうことが二度とないように、ということ

で陳述書を書かれています。そういった思いを受

け止めて今後もがんばっていきたいと思っている

次第です。

記者会見

:映画上映の狙いは？

：映像というのは説得力があると思います。あの

事故がどういう事故だったのか、さらにどういう

事態にまで発展する可能性があったのかというこ

とを東電の会議録、住民が住めなくなった地域、

山になっているフレコンバッグなどを組み合わせ

て映像で提示することで短時間で裁判所側に状況

を理解してもらうことが目的なわけです。

:今後の進行について、関電側は審理は不要とい

う考えのようだが、原告側はどう対応する？

：最低限必要なのは、高木意見書に対する反論で

す。次回期日までに準備できるかは微妙です

が・・・。また議論さえかみ合っていて、裁判所

発言する市川弁護士、右は菅波弁護士



2015 年 7 月 20 日発行 第 19 号

がそれをきちんと受け止めれば結果はおのずと決

まってくると思っています。

:進行協議が不採用の場合の影響・対応は？

：裁判所は採用しないと言ったわけではなくて、

意見書提出が 6月 19 日なので、本日までには十分

検討した上での結論は出せなかったということ。

次回期日において判断が示されるということです。

不採用の場合どうするかということですが、原告

側としては進行協議の中でプレゼンをやって、裁

判官から質問を受けることで、裁判所に認識を深

めていただきたいというのが趣旨です。現実に「裁

判官は素人だから、進行協議で説明をして欲しい」

と言っている裁判所も出てきているわけです。裁

判所に本当に問題の本質を分かったもらうために

対話ができるような場を作ろうとしているわけで

す。進行協議が設けられないのであれば、プレゼ

ンを口頭弁論の中でやって、公開の場で質問を促

すということになるかもしれません。

◆九州玄海訴訟弁護団

椛島弁護士よりアピール◆

九州玄海原発差止訴訟の椛島です。東島弁護士

と共にここに来ています。昨年の大飯判決は大切

にしなければと思っています。そのためには全国

の皆さんの力を結集しなければならないと思って

います。この判決を守るために多くの弁護士の参

加を期待しています。

九州玄海訴訟の原告は、現時点で 9365 人です（編

注：7月 14 日現在で 9396 人！）。今年中に 1万人

を目標としています。周囲の方々に参加を呼びか

けてください。

◆佐藤弁護団長より挨拶◆

昨年の福井地裁は、3.11 を基本に据え、その視

点に立ってあのような事故を 2度と起こしてはな

らないという原告の問いかけに答えてくれた。今

回の控訴審ではこちらが主張するのみで、被告関

電はそれに答えていない。新規制基準を守ってい

ればよいという判決にならないようこちら側が作

成した争点整理表の個別の論点について、裁判所

に問いかけていきたい。

法廷の内外で関電がまともに答えようとしない

ことの不当性を訴えていきたい。よろしくお願い

します。

◆のーなれコーナー◆
【福井弁で原発「のーなれ なくなれ 」という思い

を込めたコーナーです。】

❤松本美鈴さん（福井県小浜市）

私は大飯原発から 8 の所に住んでいて、原発

には危機意識を持っているので金沢高裁でも良い

判決が出ることを切望しています。

ですが高齢者（74 歳）で体力に自信が無いので、

小浜から金沢は遠いなあと気が進まなかったので

すが、誘われてバスで参加しました。そしたら小

浜なんて比較にならない遠方の岡山県や京都から

来てくださっている方達がいらしてびっくり、な

んて有り難いことかと頭が下がりました。

道中でマイクが回ってきたので、小浜で署名活

動を再開したことを話しました。小浜では、しば

らく休んでいた“原発再稼働止めて”の署名活動

を再開しました。自分達の担当地域でまだ署名に

回っていない地域が残っているから続けてやりま

しょうと、6月 24 日に 4,5 人で署名用紙を配布、

28 日に回収しました。200 枚配布して、100 筆近く

集まりました。

「親戚がそっち方面の仕事をしているんで署名

は出来ないけれど、気持ちはあなた達と一緒です。

頑張ってください」と励まされたり、カンパやジ

ュースのさし入れでみんな元気が出て、次の活動

日を決めて署名再開 1日目を終えました。

福井県内の他地区の皆さん、署名活動をもう少

し頑張って続けましょう。ご一緒に！
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❤宮嵜宗真さん（福井県おおい町）

原発の数ある罪の中で、私が最も怖いと感じる

のは、打出の小槌と化したその仕組みに魂を吸取

られた人々が目先の利益と、刹那的な安心の追求

へと走ってしまう危うさだ。控訴審での被告側の

態度もその最たるものだと思う。

その危うさに一石を投じようと、原告側弁護団

によって今回上映された「日本と原発」のダイジ

ェスト版と、菅波弁護士らによる、福島の現状の

陳述は、彼らにどう映ったのだろうか。映画を鑑

賞済みの私は、傍聴席正面最前列を独占している

関電側らしき数名と、被告側弁護団の反応をずっ

と目で追っていた。彼らはとても真剣に、映像に

見入っていたように思えた。

小槌の魔力に取り付かれているのは、我々立地

地元の住民も同じだ。原発の被害者と同時に加害

者にもなりうるという認識の欠如は、再稼働を切

望し、安全への追究を疎かにする。

当座ほしいものを出してくれる小槌は、誰にと

っても魅力的だ。が、真実の希望を与えてくれる

のだろうか。その代償に失うものの大きさを私は

常に自問する。株主をして「関電は原発と心中す

る気か！」と言わしめた会社からは人材の流出が

絶えないと聞く。傍聴席の被告側の若者よ、その

能力を新しいエレルギーの創出に使ってはくれな

いか。また、司法は圧力に屈せず、先の樋口裁判

長のように事実の重大さと真摯に向き合う姿勢を

貫いてほしい。

さて、おおい町では、ooi みらい塾という

が本当に小さな１歩を踏み出した。私も参加して

いるこの会は、色々な立場の相違を超え、健康で

持続可能な町造りを目的にしている。この４月福

井市の NPO のご協力の元、県内７番目で嶺南初の

市民による太陽光発電所「若狭つながり市民ソー

ラー」（３０kw 強）を、当初の予定を超える全国の

多くの方々のご協力（出資金４０名協力金７６名

寄付金８名）を頂き開所することができた。この

場をお借りし、ご協力いただいた皆様に深謝申し

上げます。協力金を頂いた方には、１０年間年末

に町の特産品をお送りし、豊かな自然資源の PRと、

新たな繋がりを目指している。

＊http://ooi-mirai.wafull.jp/まで！

■本の紹介■

『避難する権利、それぞれの選択─被曝の時

代を生きる』岩波ブックレット №839 2012.6.6 

刊 500 円＋税

著者中 3人は若手弁護士で「福島の子どもたち

を守る法律家ネットワーク（SAFLAN）」の共同代表

と副代表。そして竹田氏は共同通信の編集委員。

著者と担当章は以下。河崎健一郎（はじめに、1、

5）、菅波香織（3）、竹田昌弘（2）、福田健治（4、

おわりに）◆はじめに 答えのない問いと向き合う

◆1 政府の指示による避難と、そうではない避難

◆2 自主避難を続ける家族◆3 放射能問題と向き

合うために―原発事故後の福島では◆4 東京電力

による損害賠償◆5 求められる、政府による対応

とは◆おわりに 改めて避難する権利を考える

書名の「それぞれの選択」から、避難を選んだ

人と留まっている人、2つの立場の両論併記の本と

思ってはいけません。3年前の時点で、対照的な観

点にも冷静に触れながら、福島第一原発事故後の

「避難する権利」を粘り強く訴える本です。この

本の「それぞれの選択」

とは「自己決定の尊重」

だと思います。それは菅

波さんの 7/1 陳述結語

「多くの人がより自分

らしく生きていける社

会の実現」を目指すこと

です。（大阪：徳井）

＊「福島の子どもたちを守る法律家ネットワーク

（SAFLAN）」http://www.saflan.jp/までアクセス

を！
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▼編集後記：私事多忙

につき、発行がずいぶ

んと遅れてしまいまし

た。お詫び申し上げま

す。今号も大阪徳井さ

んには助けていただき

ました。多謝です。▼

今回は希望者全員が入

れて、なおかつ数席が

空いていました。次回

口頭弁論でこの裁判の

流れが大きく決定付け

られそうな気配がしま

す。一人でも多くの皆

さんの傍聴をお願いし

ます。 (編集子)

▼次回口頭弁論▲

9 月 14 日（月）

14 時開廷。


